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先
生
を
希

望
す
る
学
生

の
多
く
は
、

あ
こ
が
れ
の

先
生
と
出
会

っ
て
い
る
▼
五
年
の
時
、
僕

が
学
級
崩
壊
の
原
因
の
一
人

に
。
気
に
入
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
飛
び
出
す
日
々
。
あ

る
授
業
中
、
輪
ゴ
ム
鉄
砲
を

作
っ
て
い
た
ら
「
危
な
い
」

の
一
点
張
り
で
取
り
上
げ
ら

れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
年
の

先
生
は
「
お
前
、
自
分
で
作

っ
た
ん
か
。
よ
う
考
え
た
な

あ
。
教
え
て
く
れ
」
と
。
こ

の
先
生
と
の
出
会
い
で
教
師

を
め
ざ
す
よ
う
に
▼
心
に
残

っ
て
い
る
教
具
は
昔
の
お
も

ち
ゃ
や
絵
本
。
花
を
い
つ
も

飾
っ
て
く
れ
た
。
私
た
ち
と

遊
ん
で
く
れ
、
毎
日
自
由
に

「
な
ん
で
も
ノ
ー
ト
」
に
悩

み
と
か
も
書
け
て
、
話
を
聴

い
て
く
れ
た
▼
高
校
二
年
生

の
時
の
社
会
科
の
先
生
、
生

徒
の
自
主
性
を
大
切
に
し
、

当
時
の
核
の
問
題
や
労
働
問

題
な
ど
生
徒
の
課
題
意
識
か

ら
学
習
を
深
め
さ
せ
る
や
り

方
で
勉
強
の
面
白
さ
を
知
っ

た
。
文
化
祭
や
修
学
旅
行

時
、
他
校
と
の
交
流
も
生
徒

主
役
の
活
動
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
く
れ
、
自
分
の
思
想

形
成
に
大
き
な
影
響
を
受
け

た
▼
中
一
の
時
、
い
じ
め
を

し
て
本
気
で
怒
ら
れ
た
。
あ

の
時
の
先
生
の
真
剣
な
姿
か

ら
人
と
し
て
の
生
き
方
を
学

ん
だ
▼
き
び
し
い
現
場
だ

が
、
教
師
と
い
う
仕
事
は
、

人
の
一
生
に
影
響
を
与
え

る
、
や
は
り
か
け
が
え
の
な

い
仕
事
だ
と
改
め
て
思
う
。�

�
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Ｍ
）
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大丈夫なのか？万博遠足
～改めて、万博遠足について、みんなで考える～

◦2025年１月６日（月）13：30～16:30
◦たかつガーデン「たかつ西」  参加費無料

賃
上
げ
は
組
合
の

賃
上
げ
は
組
合
の

交
渉
で
し
か
で
き
な
い

交
渉
で
し
か
で
き
な
い

　

今
年
の
府
人
勧
は
2
年
連

続
の
全
世
代
へ
の
プ
ラ
ス
勧

告
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
大
阪
の
民
間
労
働
組
合

が
大
幅
賃
上
げ
を
24
春
闘
で

勝
ち
取
り
、
大
阪
府
の
「
民

間
給
与
調
査
」
に
影
響
を
及

ぼ
し
、
公
務
員
給
与
を
民
間

給
与
が
上
回
っ
た
結
果
で

す
。
し
か
し
、
大
阪
府
が
過

去
に
賃
上
げ
人
勧
を
無
視
し

た
事
例
も
あ
る
た
め
、
府
労

組
連
・
大
教
組
は
、「
人
勧

を
実
施
す
る
こ
と
は
当
然

だ
」
と
主
張
し
、
府
か
ら
人

勧
通
り
の
賃
金
改
定
の
回
答

を
引
き
出
し
ま
し
た
。

府
労
組
連
・
大
教
組
は
、
高

校
や
支
援
学
校
高
等
部
へ
の

適
用
、
期
間
の
拡
大
な
ど
国

を
上
回
る
「
前
倒
し
任
用
」

の
拡
大
を
強
く
求
め
ま
し
た

が
、
前
進
的
な
回
答
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
交
渉
の
中

で
は
、
昨
年
度
か
ら
知
事
部

局
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ウ
ェ

ル
カ
ム
バ
ッ
ク
採
用
」
を
教

職
員
に
も
適
用
し
、
介
護
以

外
に
育
児
や
転
職
等
で
の
早

期
退
職
で
も
採
用
選
考
を
経

て
現
場
復
帰
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
見
て
も
、
教
職

員
の
長
時
間
労
働
、「
教
員

不
足
」
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
今
こ
そ
、
府
教

委
は
使
用
者
と
し
て
の
責
任

組合が引き出した「賃上げ」回答

あ
な
た
の
加
入
で
も
っ
と
大
き
な
成
果
に
！

中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
層

中
堅
・
ベ
テ
ラ
ン
層

へ
の
賃
上
げ
を

へ
の
賃
上
げ
を

　

ま
た
、
昨
年
、
中
堅
・
ベ

テ
ラ
ン
層
は
一
律
５
０
０
円

の
賃
上
げ
に
と
ど
ま
り
、
大

き
な
不
満
が
わ
き
起
こ
り
ま

し
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、

府
労
組
連
は
府
当
局
と
の
交

渉
・
折
衝
以
外
に
も
、
数
回

に
わ
た
る
府
人
事
委
員
会
へ

の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
大
阪
労
連
を
は
じ
め
と

す
る
民
間
労
働
組
合
と
共
同

の
要
請
行
動
な
ど
も
行
い
ま

し
た
。
そ
れ
ら
の
と
り
く
み

の
結
果
、
物
価
高
騰
に
は
追

い
つ
か
な
い
も
の
の
、
中
堅

・
ベ
テ
ラ
ン
層
の
一
律
部
分

は
３
３
０
０
円
の
賃
上
げ
を

勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。

過
酷
な
職
場
実
態
の

過
酷
な
職
場
実
態
の

改
善
を
求
め
る

改
善
を
求
め
る

　

産
育
休
に
対
す
る
「
前
倒

し
任
用
」
が
行
わ
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
9
月
時

点
で
大
阪
府
内
の
小
中
学
校

（
政
令
市
・
豊
能
地
区
除

く
）
だ
け
で
２
０
０
名
に
達

す
る
教
員
未
配
置
（
＝
『
穴

あ
き
』）
が
あ
り
、
そ
の
穴

埋
め
で
ま
す
ま
す
長
時
間
過

密
労
働
と
な
っ
て
い
ま
す
。

たたかいの到達

を
果
た
し
、
抜
本
的
な
教
職

員
増
を
行
う
べ
き
で
す
。

子
育
て
・
介
護
を

子
育
て
・
介
護
を

行
う
教
職
員
へ
の

行
う
教
職
員
へ
の

待
遇
改
善
を

待
遇
改
善
を

　

休
暇
制
度
の
拡
充
に
つ
い

て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
病
気
休
暇
・
特
別
休
暇
の

有
給
化
、
家
族
休
暇
や
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
休
暇
の
復
活
（
２

０
１
０
年
廃
止
）、
更
年
期

障
害
休
暇
、
不
登
校
の
子
や

障
害
の
あ
る
子
を
養
育
す
る

教
職
員
が
取
得
で
き
る
休
暇

の
新
設
な
ど
を
求
め
ま
し
た

が
、
国
に
制
度
が
な
い
こ
と

を
理
由
に
困
難
と
の
回
答
で

し
た
。

　

夏
季
闘
争
で
は
、
子
の
看

護
休
暇
の
取
得
要
件
を
拡
充

す
べ
き
だ
と
の
要
求
に
対
し

て
、「
国
の
動
向
を
注
視
す

る
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
回
、
取
得
要
件
に

「
学
校
行
事
へ
の
参
加
等
」

も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
育
児
部
分
休
業

（
小
学
校
就
学
前
ま
で
）
に

つ
い
て
、「
1
年
に
つ
き
10

日
相
当
時
間
数
の
範
囲
内
で

の
取
得
も
可
能
」
と
な
り
ま

し
た
。
非
常
勤
に
つ
い
て

も
、「
子
の
看
護
休
暇
」
と

「
短
期
介
護
休
暇
」の
取
得
要

件「
雇
用
期
間
6
カ
月
以
上
」

は
撤
廃
と
な
り
、「
育
児
部

分
休
業
」
の
対
象
年
齢
が
3

歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
ま
で

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

育
児
・
介
護
と
仕
事
の
両

立
が
国
を
挙
げ
て
す
す
め
ら

れ
て
い
る
な
か
で
、
よ
り
一

層
の
働
き
や
す
い
環
境
と
な

る
た
め
に
、
府
労
組
連
・
大

教
組
は
引
き
続
き
、
権
利
の

拡
充
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

権
利
拡
充
・
賃
上
げ
は

権
利
拡
充
・
賃
上
げ
は

組
合
だ
か
ら
こ
そ

組
合
だ
か
ら
こ
そ

　

権
利
前
進
や
賃
金
引
上
げ

は
、
使
用
者
で
あ
る
府
当
局

と
直
接
交
渉
で
き
る
組
合
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。
職

場
の
要
求
を
組
合
に
集
約

し
、
一
人
で
も
多
く
の
教
職

員
が
組
合
に
加
入
し
て
、
私

た
ち
の
願
い
を
実
現
し
ま
し

ょ
う
。

　
府
労
組
連
・
大
教
組
は
10
月
21
日
、
知
事
あ
て
に
秋
季
要
求
書
を
提
出
し
、

こ
の
間
数
度
の
折
衝
・
交
渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
11
月
13
日
、
最
終
回
答
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
は
、
別
表
の
通
り
で
す
。
組

合
の
と
り
く
み
が
こ
の
成
果
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
あ
な
た
の
加
入
で
組
合
が

も
っ
と
強
く
大
き
く
な
れ
ば
、
さ
ら
に
大
き
な
成
果
に
つ
な
が
り
ま
す
。

初任給２万円超をはじめ、全教職員の引上げ、一時金も０.１月、４月に遡って初任給２万円超をはじめ、全教職員の引上げ、一時金も０.１月、４月に遡って

○その他

◦�子の看護休暇：「子の学校行事への参加等」も対象となるよう見直す
　�（子の学校行事への参加等：入園・入学式、卒園・卒業式、感染症に伴う
学級閉鎖等）
◦�子を養育する職員の時間外勤務免除の請求：子の対象年齢を小学校就学前
に引上げ
◦�非常勤職員の子の看護休暇及び短期介護休暇：雇用期間６か月以上の要件
を撤廃
◦�育児、介護、転職等により退職した教職員を対象とした採用選考を実施

【令和７年４月より実施】

◦�育児部分休業：１年につき10日相当時間数の範囲内での取得が選択でき
るよう拡充
◦�非常勤職員の育児部分休業：子の対象年齢を小学校就学前までに引上げ
◦�その他、育児・介護休業法の改正に伴う取扱いについて国家公務員に準じ
て見直す

【令和７年10月より実施】

○府人事委員会勧告どおり実施

◦�全職員対象に給料表引上げ（行政職初任給：大卒23,800円、高卒21,400
円、若年層に重点を置きつつ引上げ、概ね40歳台後半以降は一律3,300円）
◦�一時金（ボーナス）を年間0.1月分引上げ（年間4.6月/期末手当と勤勉手
当に均等に配分）
　　※12月10日支給　
◦�非常勤職員の報酬、期末・勤勉手当は常勤職員に準じ改定（改定後の単価
等は改めて示す）
◦�医師及び歯科医師の初任給調整手当の支給月額の限度を252,400円に引上げ
※�差額支給の時期は、11月府議会での条例議決後に示す

【令和６年４月に遡って実施】

◦�扶養手当：配偶者分（6,500円）を廃止、子の額を増額（10,000円→13,000円）
　　※�令和７年度は経過措置（配偶者3,000円、子ども11,500円）
◦�通勤手当：１か月当たり限度額15万円に引上げ
◦�再任用職員に住居手当を支給
◦�その他、勧告のとおり実施
◦�技能労務職給料表：１級の最低水準を引上げ、その他の勧告の取扱いは行
政職給料表適用職員に準じる

【令和７年４月より実施】

府労組連秋季闘争


